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連携中枢都市圏構想について

連携中枢都市圏構想とは、人口減少・少子高齢社会にあっても、相当の規模と中核性を備える圏域の

中心都市が近隣の市町村と連携することで、一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持するための

拠点を形成する政策です。

この制度は第30次地方制度調査会「大都市制度の改革及び基礎自治体の行政サービス提供体制に関す

る答申」を踏まえて制度化したものであり、大分都市広域圏は2016(平成28)年３月に全国で10番目の圏

域として形成。2025(令和７)年４月１日現在では、全国で38の圏域が形成されています。

「連携中枢都市圏構想」の概要について

● 令和７年４月１日時点で、全国で３８圏域が形成されている。

～はじめに～

出典：総務省ホームページ
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大分都市広域圏の形成 について

【名 称】 大分都市広域圏

【構成市町】 大分市、別府市、臼杵市、津久見市、

竹田市、豊後大野市、由布市、日出町（７市１町）

【人 口】 ７５７，７１５人（令和２年の国勢調査人口による）

【計 画】 第２期大分都市広域圏ビジョン

【取組期間】 ２０２１（令和３）年４月～

２０２６（令和８）年３月 の５年間

国が提唱する「連携中枢都市圏構想」に沿い、2016(平成28)年３月に大分市を連携中枢都市として、

別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日出町のそれぞれと連携協約を締結し、

「大分都市広域圏」を形成しました。2026（令和８）年３月には、佐伯市と大分都市広域圏への加入

に係る連携協約を締結し、９市町の新たな圏域を形成。圏域全体の経済成長のけん引、高次の都市機

能の集積・強化、圏域全体の生活関連機能サービスの向上に向け、各市町との連携による取組を一層

推進していくこととしています。

出典：総務省ホームページ

～はじめに～
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「大分都市広域圏」の概要について
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「大分都市広域圏ビジョン」に掲げる「人材育成・交流」事業として、圏域で抱える課題について自主的に調査・

研究を行い、課題解決に向けた施策の提案を行うこと、また、これにより圏域の将来を担う人材の育成を目的とし、

政策研究チーム「第３期未来創造塾」を令和６年１月に立ち上げました。

「未来創造塾」の構成について

【対象職員】 概ね３５歳以下の職員
【構成人員】 大分都市広域圏の連携市町全体で１６名（各市町２名ずつ選出）
【所掌事務】 若手職員による政策研究チームが圏域で抱える広域的な課題や全国の先進的な取組について、
               自主的に調査・研究を行い、その課題解決に向けた事業提案を行う。

 ※ なお、首長が出席する大分都市広域圏推進会議において提案事業が採択された場合、連携市
                   町の担当部局において事業の実施に向けた取組を推進する。
【塾生任期】  令和６年１月～令和８年３月末日（約２年を１期間とする）
【チーム編成】 大分都市広域圏の連携市町全体で２チーム

大分都市広域圏政策研究チーム「第３期未来創造塾」

「第３期未来創造塾」開講式（令和６年１月１９日）

【大分都市広域圏 政策研究チーム「第３期未来創造塾」）

令和６年１月１９日、大分市役所で大分都市広域圏推進会議の会長である足立信也大分市長の開講宣言のもと、

二代目塾長（大分市企画課広域連携推進室長池見誠）と７市１町の若手職員１６名の塾生で構成される「第３期

未来創造塾」が開講しました。開講式では、塾生を代表して由布市の佐藤さんが塾生の辞令を受けとり、その後、

臼杵市の橘さんが今後の取組に向けた力強い決意表明を行いました。

足立会長から辞令を受け取る
佐藤さん（由布市）

決意表明を述べる
橘さん（臼杵市）

若手職員１６名 による「第３期未来創造塾」がスタート！
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足立会長から辞令を受け取る
池見塾長（大分市）



第１回「未来創造塾」会議の開催（令和６年１月１９日）

開講式の後、第１回目の未来創造塾を開催しました。今回は、池見塾長から大分都市広域圏の形成などについて

講話があった後、各チームに分かれて、自己紹介やリーダー決めを行いました。

各チームのリーダーは、Ａチームは大分市の廣瀬さん、Ｂチームは別府市の中田さんに決定。

次回の会議の日程や研究テーマの決定方法などについてリーダーを中心として約２時間の協議を行いました。

【塾長（大分市企画課 広域連携推進室長）による講話】

Ａチーム リーダー
【大分市 廣瀬さん】
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【Ｂチームの会議の様子】

【Ａチーム 会議の様子】

Ｂチーム リーダー
【別府市 中田さん】

二代目[塾長]となった池見さん（大分市）



両チーム合同の合宿開催（令和６年２月９日）

各チームに分かれて会議を進める前に、両チーム合同の合宿を開催しました。

エビデンスに基づく政策立案の重要性について説明をした後、各グループで「私たちのまちの良いところ・

足りないところ」について、意見を出し合いながら、それぞれの町についての理解を深めてもらいました。

その後は、ＡチームとＢチームに分かれ、研究テーマについて池見塾長からのアドバイスをいただきながら

検討を始めました。また、チーム名の検討も行いました。
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● 各チームの名称が決定

Ａチームの名称は「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）に決定

“大分””８自治体””無限の広がり””創造する集団”等のイメージを表現しています。

Ｂチームの名称は「 Team Noctas！ 」（チーム ノクタス）に決定

「Oitaで新しい（New）創造的な（creative）政策提案（solution）をしていきたい」という

思いから。また、メンバーのイニシャルも含まれています。



「第３期未来創造塾」活動経過

塾生会議等の開催（令和６年２月～令和６年１０月）

《 調査研究の進め方 》

・月１回程度集合し、会議を行う

・日時や場所等は、業務の都合に合わせ、塾生が決める（塾生同士の主体的な集まり）

・会議開催後、すみやかに報告書をまとめ事務局に提出する

・事務局（大分市企画課）は、２カ月に１回程度、進捗状況の管理を行う

● 調査研究テーマの方向性を各チームで検討

圏域で抱える広域的な課題の解決に向けて、各チームごとに研究テーマを設定。所属自治体の取組などをメン

バーと共有しながら、調査分析を行いました。

また、会議は各自治体の持ち回りにて開催。それぞれの地域を訪れることで、現状把握にも努めました。

Ａチーム（Ｃｒｅ∞ｉｔａ）の会議の様子

Ｂチーム（Team Noctas！）の会議の様子
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豊後大野市 川野市長による講話（令和６年７月２４日）

「豊かな暮らしと仕事を創る」「豊かな人を育む」「豊かな自然・地域を未来へつなげる」という豊後大野市の

３つの基本政策について、豊後大野市の特色を生かした取組事例なども交えながらご講演いただきました。

講演には未来創造塾の塾生のほか、豊後大野市の採用１年目から３年目を中心とした若手職員も参加。川野市長

が進める政策への理解を深めました。

講演終了後は質疑応答を行いました。津久見市 高木さんから「市長が若手職員に期待することは何か」と質問。

川野市長から「まずは先輩職員とともにスキルを上げること」というアドバイスや「みなさん自治体職員が本気を

出せばまちが変わる」などの力強いお言葉もいただきました。

豊後大野市 川野 文敏 市長
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川野市長へ質問する津久見市 高木さん

講演の様子

市長が若手職員に
期待することを
教えてください

本気を出せば
皆さんのまちが
変わります！

令和６年７ 月２４ 日、豊後大野市役所にて、「『持続可能な豊後大野市づくり』を目指して」と題して、

豊後大野市 川野 文敏 市長から講話をいただきました。



塾長と先輩塾生によるミニシンポジウム（令和６年７月２４日）
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パネルディスカッションの様子

豊後大野市 川野市長にご講演いただいた後は、塾長と先輩塾生によるミニシンポジウムを開催しました。

第１部は、初代塾長の小野 晃正さん（大分市）のほか、先輩塾生である別府市情報政策課の五十川 貴盛さん、

津久見市会計財務課の川野 貴志さん、日出町財政課の財津 良平さんに登壇していただき、パネルディスカッ

ションを行いました。先輩塾生からは、塾生時代に苦労したことや工夫したことなど、当時を思い出しながら

話をしていただきました。

第２部は、先輩のみなさんに各グループに分かれてもらい、塾生との意見交換を行いました。

塾生からは、中間報告に向けた進め方やスケジュール、提案に当たってのエビデンスの収集方法などについて、

先輩塾生からのアドバイスをいただくことができました。



令和６年度大分都市広域圏推進会議で中間報告（令和６年１１月２２日）

令和６年１１月２２日、各市町の首長が集まる「大分都市広域圏推進会議」の中で、テーマ設定などについて

中間報告を行いました。各首長からは、若手職員からの提案に期待する意見をいただきました。

会議の様子 発表の様子

【会 議 名】 令和６年度 大分都市広域圏推進会議

【開 催 日】 令和６年１１月２２日（金）１０時～

【開催場所】 ホテル日航大分オアシスタワー５階 孔雀の間
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雇用・就労について、津久見市では、地元の高校生に、地元の企業の仕事内容に触れていただく場を
設けていますが、人と企業との出会いは、本当に地道な活動が必要になります。
皆さんに考えていただく内容が新たに加わることで、より多角的に企業とマッチングする場が広がる
のではないかと思いますので、提案を期待しております。

●各市町の首長による主なコメント

地域の魅力発信について、地域コミュニティ機能の低下について触れています。小さな地区がその
機能を失い、消滅するような地域も出つつあります。
こうした課題はどの自治体も持っていると思いますので、その辺をハード面だけではなくて、ソフト
面で機能低下を防げるような仕組みを広域連携でできれば一番良いと思います。

防災について、竹田市では福祉避難所のキャパシティが少ない状況にあります。職員の数も少なく、
あまり避難者を受け入れできないため、実際に災害が発生した際にどのように対応するのかが大きな
課題です。
この問題を連携の力で解決できないかと考えておりますので、ぜひその辺の検討をしていただける
とありがたいです。

大分都市広域圏の一番良い点というのは、やはり皆さんの存在だと常に思っています。
皆さんがそれぞれ全く違う市町に住みながら、自分たちの範疇ではないところに飛び出して、お互い
がそれぞれやっていることを学習し合うことができるというのが将来につながる一番の宝です。
色々と自分たち以外のところを知ることで、そこからイノベーションが起きていくのだろうなと思い
ます。だから皆さんが宝です。ぜひ、お互いが刺激しあってほしいです。

大分都市広域圏推進会議『中間報告』



● 中間報告資料（ Ａ班 ）
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● 中間報告資料（ Ａ班 ）
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● 中間報告資料（ Ａ班 ）
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● 中間報告資料（ Ｂ班 ）
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● 中間報告資料（ Ｂ班 ）
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臼杵市先輩職員による講演（令和７年１月２１日）

令和７年１月２１日、臼杵市秘書・総合政策課 祖父江 伸矢 様より「市役所と市民の協働について～旧野津

高校跡地再活用事業を例に～」と題して講演をいただきました。

講演後には塾生の質問に丁寧に答えていただき、実体験をもとにした住民との協働による政策立案について、

貴重なアドバイスをいただくことができました。

講演の様子
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塾生（廣瀬さん）から講師へ質問 祖父江さん、ご講演ありがとうございました！！

「第３期未来創造塾」活動経過



塾生会議等の開催（令和６年１２月～令和７年１０月）

● 政策提案へ向けて、各チーム具体化を進める

令和６年度推進会議での首長からの意見や先進地視察、塾長ヒアリングなどを踏まえ、両チームともに

政策提案の検討を進めました。

16

＜Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）＞

テーマ①“雇用・就労”については、大分大学地域連携プラットフォーム推進機構や前橋市未来政策課

「めぶく。プラットフォーム前橋」を訪問し、課題や先進的な取組内容を研究しました。また、大分大学と

地元就職についての意見交換を行い、現在の学生が何を求めているのか現状把握を行いました。

テーマ②“防災”については、大分大学減災・復興デザイン教育センターや日田市防災危機管理課を訪問。

防災・減災について意見交換を行うなかで、『防災×〇〇』という新たなアイデアの具体化について、検討

を進めていきました。

＜Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チームノクタス）＞

テーマ①“地域の魅力発信”については、佐世保市経営政策課を訪問。西九州させぼ広域都市圏が行う

「よかワーケーション」事業について、事業実施の際の地域住民との関係構築などについて研究しました。

テーマ②“子育て支援の充実”については、佐世保市子ども政策課や福岡県子育て支援課を訪問。子育

てファミリーサポートセンター事業の広域展開やふくおか子育てマイスター制度について意見交換を行い、

広域圏での認定講習制度の創設について、検討を進めていきました。



令和７年度大分都市広域圏推進会議で政策提案（令和７年１１月１４日）

令和７年１１月１４日、各チームともに２つの政策提案を行いました。首長を前に緊張するなか、Ａチーム

リーダーの廣瀬さん、Ｂチームリーダーの中田さんが堂々と発表されました！

【会 議 名】 令和７年度 大分都市広域圏推進会議

【開 催 日】 令和７年１１月１４日（金）１０時～

【開催場所】 ホテル日航大分オアシスタワー ５階 孔雀の間
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両チームともに政策提案発表が無事終了し、各首長から今後の事業化に向けた期待の声や

未来創造塾の取組に対して、高い評価をいただきました！塾生の皆さん、お疲れ様でした！

Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）

Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）

施策提案① ： ミライインターン事業

施策提案② ： 大分都市広域圏防災アミューズメント化

施策提案① ： おおいた"どこまでん人がつながる"ツーリズム

施策提案② ： おおいた子育てマイスター(ファミサポ認定補助制度)

大分都市広域圏推進会議『政策提案』
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）



25

Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）



28

Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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Ｂチーム 「 Team Noctas！」（チーム ノクタス）
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各市町の首長によるコメント

A班の防災の提案では、楽しく防災をしようという視点がとても大事だと感じました。佐伯市は南海
トラフ地震という大きな課題を抱えていますが、なかなか実効性のある訓練に結びつかず、真剣に取
り組まないといけないけど、訓練が楽しかったとか、活動が面白かったとか、そういうところが子供に
も大人にも必要だと思いますので、とても良いご指摘をいただいたと思っています。現在、佐伯市で
は子ども防災士、親子防災士といった取組を考えているので参考になりました。

A班のミライインターンについて、縁があって大分の大学に来た学生が、大分のことを好きになる、
定着するということは非常に大事なことです。地元の企業からも、どこに行っても人手不足で、人が欲
しいけど募集をしても人が来てくれないといった声を聞きます。そういう意味でも、ミライインターン
で、企業と学生を繋ぐことができればいいなと思いました。その際には、その仕事をするということに
加え、大分に住むということもイメージできたら良いと思うので、行政も関わりながら職業体験以上
のものができたら良いと思います。また、プラットフォームとしては、学生を企業に渡して終わりでは
なく、衣食住など含めて行政が関わりながらコーディネートしていくと良いと思います。そういったイ
メージを持ちながら早く実施してくれたらと思います。

Ｂ班のファミリーサポートセンター（以下、ファミサポ）の提案では、私はファミサポにずっと携わって
いましたが、使っている方の意見で一番多かったのは、ファミサポが1時間で幾らという金額の設定
があり、それに対して一時預かりは、半日、一日で幾らといった金額の設定でかなり安く、そこによく
指摘受けました。信頼できる人に見ていただきたいという点については、まずは通常の遊び場でファ
ミサポを利用してもらうということをしていましたので、お互い信頼を持ってもらうという今回の発
表はとても参考になりました。

両班とも、子供によい仕事をさせてくれる、子供たちの力をとても使ってくれている良い提案だと
思っています。

皆様にこれらの活動にエールを送りたい。皆様も自分の時間があるのに、このように未来創造塾に
入って、2班で2つのテーマを研究されたということは、皆様の大きな成果に繋がっていると思います
し、糧になっていると思います。これからはそれぞれの自治体で仕事をしていくと思いますが、良い仲
間、相談できる仲間ができたと思いますし、貴重な経験を得たと思いますので、今後どうか生かして
いただきたいと思います。どうもありがとうございました。



内閣府が主催する「地方創生☆政策アイデアコンテスト2025」へ応募したところ、A班の「防災」に関する政策

提案が「九州経済産業局長賞」を受賞しました！また、九州ブロック代表として最終審査会へ出場し、プレゼン

テーションを行いました！
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地方創生☆政策アイデアコンテスト2025への応募

政策提案後の取組

残念ながら受賞とはなりませんでしたが、廣瀬リーダーより素晴らしいプレゼンテーションが行われました！

地方創生☆政策アイデアコンテスト2025 最終審査会
（令和７年１２月６日）

地方創生☆政策アイデアコンテスト2025
「九州経済産業局長賞」表彰式および受賞者プレゼンテーション
（令和７年１１月２８日）

プレゼンテーションの様子 質疑応答の様子

プレゼンテーションの様子表彰式

九州経済産業局長より「九州経済産業局長賞」の表彰が行われ、その後プレゼンテーションを行いました！



第３期塾生の最後の研修として、神戸市企画調整局 大漉 実 様より「行政データの活用と人材育成」と題し、

神戸市が進めるデータ利活用やEBPM、デジタル人材育成の取組についてご講演いただきました。

講演には、塾生のほか、大分都市広域圏専門部会「デジタル部会」の職員も参加しました！

42

神戸市職員による講演（令和８年２月２５日）

講演の様子

「第３期未来創造塾」修了式（令和８年２月２５日）

神戸市 大漉 様の講演終了後には、修了式を開催。池見塾長から塾生へ修了証書が手渡されました。

塾生のみなさん、２年間の活動、大変お疲れさまでした！！
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Ａチーム「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
プロフィールと感想 最後にテキストボックスの枠線と

白塗り背景削除
↓
外枠二重線のみ

【自治体】大分市
【所 属】国保年金課
【氏 名】三苫 里奈
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】別府市
【所 属】防災危機管理課
【氏 名】中野 憲汰
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】臼杵市
【所 属】環境課
【氏 名】姫野 啓太郎
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】津久見市
【所 属】会計財務課
【氏 名】川野 貴志
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

■好きな○○■好きな○○

■好きな○○ ■好きな○○

写真写真

写真写真

【自治体】大分市
【所 属】障害福祉課
【氏 名】廣瀬 秀志
【入庁年】 2015年

【自己紹介】
大分市役所に入庁して１０年目になります。趣味
はカフェ巡りです。こだわりのコーヒーと素敵な
空間に癒やされながら、至福の時間を過ごしてい
ます。

【感想等】
8市町で連携することの難しさと、それ以上に大
きな可能性を実感した2年間でした。自治体単独
では見落としがちな視点も、8市町が集まり『0か
ら1』を議論することで、より広く、深い政策立
案が可能になることを学びました。

■好きなお酒
ザ・マッカラン
トリプルカスク
マチュアードファインオー
ク12年 ボウモア12年

写真

【自治体】別府市
【所 属】総務課
【氏 名】甲斐 大地
【入庁年】令和４年

【自治体】臼杵市
【所 属】産業観光課
【氏 名】橘 俊吾
【入庁年】平成２５年

写真

【自治体】津久見市
【所 属】会計財務課
【氏 名】䅏田 正法
【入庁年】令和５年

【自己紹介】
入庁４年目です。社会教育課から総務課に異動し、
現在は法規事務等を担当しています。また、市役
所のバドミントン部に入部しています。

【感想等】
入庁２年目で未来創造塾に参加したため、当初は
不安が大きかったですが、２年間を通して各市町
の特色や課題を勉強することができましたし、事
業提案までのプロセスを学ぶこともできました。
議論を進めていく中で、他市町村の職員とも仲

良くなることができ、とても有意義な時間を過ご
せたと感じています。

■最近のマイブームtop５
ゴルフ、ボルダリング、
バドミントン、トマト、
沖縄そば

【自己紹介】
大分市の生まれ育ちで、ドライブや目的のない旅
が趣味です。津久見市に来てからは釣りを覚えま
した。山より海派です。

【感想等】
採用１年目で未来創造塾に参加させて頂いてから、
あっという間の２年でした。他自治体の若手の職
員が集まって広域圏内の課題を見出し、その解決
策を模索しながら政策提案まで研究し議論すると
いう経験は大変貴重であり、とても有意義な時間
でした。今後の業務に活かしていけるよう頑張り
たいと思います。

■好きなひと

妻 家族

【自己紹介】
入庁１２年目です。ソフトテニスやバドミントン
などラケット球技が得意です。市役所大会で会い
ましょう。

【感想等】
第３期未来創造塾に参加したことで、多くの方と
仲間になることができました。困ったときに相談
できる仲間が他自治体にもいるというのは、私の
今後の自治体職員人生で大きな財産になると思い
ます。

■好きなお酒
ビール、日本酒、焼酎、
ワイン、リキュールなん
でも好きですが、３期
A班とB班の一部で飲む
お酒が一番好きです。
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【自治体】竹田市
【所 属】荻支所
【氏 名】白石 翔
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】豊後大野市
【所 属】まちづくり推進課

【氏 名】赤嶺 哲平
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】由布市
【所 属】福祉課
【氏 名】後藤 悠太
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】日出町
【所 属】総務課
【氏 名】中洲 夏海
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

■好きな○○■好きな○○

■好きな○○ ■好きな○○

写真写真

写真写真

【自治体】豊後大野市
【所 属】総務課
【氏 名】橋本 卓
【入庁年】令和4年度

写真

【自治体】由布市
【所 属】総合政策課
【氏 名】佐藤 亜美
【入庁年】令和４年

写真

【自治体】竹田市
【所 属】建設課
【氏 名】久良 伊武希
【入庁年】 2019年

【自治体】日出町
【所 属】財政課
【氏 名】小林 祐介
【入庁年】令和２年

【自己紹介】
幼少期はそろばん塾に通っていたため、暗算が得
意です。

【感想等】
政策立案は、企画、予算編成等さまざまな仕事の
ために行われています。組織を越えたチームで取
り組むことでいずれの分野においても活躍できる
ための土台をここで学べました。また、最終資料
は、プレゼンテーション等もあり、やがて圏域内
の住民にも伝わるものでやりがいがありました。

■好きな路線

好きな路線は
豊肥本線です。

【自己紹介】
由布市出身で、入庁して４年目です。愛犬と出か
けるのが好きで、休日はドッグランやドッグカ
フェによく行きます。最近は愛犬グッズを作成し
て職場に飾って、仕事中に癒されています。

【感想等】
２年間の調査・研究を通して、多くの学びや気づ
きを得ることができました。課題について考え、
意見交換を重ねる中で視野が広がったと感じてい
ます。また、他市町の職員の方々と交流できたこ
とも大きな刺激となり、とても楽しい時間でした。
この経験を大切にしながら、今後の業務にも生か
していきたいと思います。

■好きな映画
ハリー・ポッター、
アナと雪の女王、
トイ・ストーリー

【自己紹介】
総務課２年、社会教育課３年、財政課１年で入庁
して６年目になります。役場の野球クラブに所属
しています。自治労野球大会、１回戦突破できる
ように頑張ります。

【感想等】
未来創造塾に参加した当初は、政策立案にかかわ
ることが出来るか不安でした。ただ、未来創造塾
は若手職員の集まりであり、メンバーがしっかり
と意見を聞いてくれます。日程調整等、大変なこ
とも多かったですが、他市職員との絆が深まり、
参加して良かったです。

■好きなサッカーチーム

「大分トリニータ」

【自己紹介】
高校卒業後、竹田市役所に入庁し現在7年目です。
建設課にて道路管理業務を担当しています。

【感想等】
政策提案の難しさ・自分の業務との両立など大変
なことは多々ありましたが、２年間他市町の仲間
とともに最後までやり遂げることができました。
とても有意義な時間でした。

■好きな歌手

ITZY

Ａチーム「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）
プロフィールと感想
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Ｂチーム「Team Noctas！」（チームノクタス）
プロフィールと感想

【自治体】津久見市
【所 属】生涯学習課
【氏 名】髙木 翔大
【入庁年】令和５年

写真

【自治体】大分市
【所 属】開発建築指導課
【氏 名】中原 健太郎
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】別府市
【所 属】情報政策課
【氏 名】五十川 貴盛
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】臼杵市
【所 属】市民課
【氏 名】亀井 三佳
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】津久見市
【所 属】上下水道課
【氏 名】豊田 将也
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

■好きな○○■好きな○○

■好きな○○ ■好きな○○

写真写真

写真写真

【自治体】大分市
【所 属】生活福祉課
【氏 名】中野 亜紀
【入庁年】令和３年

写真

【自治体】別府市
【所 属】教育委員会

学校教育課
【氏 名】中田 和哉
【入庁年】令和５年名簿写真

【自治体】臼杵市
【所 属】農林振興課
【氏 名】大井 智香子
【入庁年】平成３０年

名簿写真

【自己紹介】
私は、社会人枠の入庁ですが職種が全く違うため
勉強の日々です。そんな中、癒しをくれたのが、
ワンコとの旅行で趣味になりました。

【感想等】
私は、担当業務の会議が多いこと等で、なかなか
会議に出席することができず、皆さんにはご迷惑
をおかけしました。そんな中でも、自分の意見を
聞き入れてもらえたり、様々な考え方を知ること
ができました。そして、皆さんの知識の多さや対
応力など尊敬するところばかりで、とてもいい経
験になりました。

■好きな動物

いぬ

【自己紹介】
経営政策課２年、生涯学習課１年で入庁して３年
目です。趣味は旅行とテレビを見ることです。最
近は録画したテレビを見ながらグーグルマップで
各地の街並みを見ることにはまっています。

【感想等】
最初は、他市町の知らない職員と２年間政策立案
をすることに不安を感じておりましたが、班会議
や懇親会を重ねるうちに打ち解けることができ、
有意義な時間を過ごすことができました。また、
班員と１つの目標に向かってデータの収集、政策
の分析、先進地視察、資料作り等に取り組み、と
ても良い経験となり、思い出にもなりました。２
年間お世話になりました。

■好きな芸人
アンタッチャブル
ザキヤマ、ブラック
マヨネーズ小杉
おかずクラブゆいP

【自己紹介】
小～大学生の各種援助制度を担当しています。各
家庭との関わりや各種事務の削減等、日々やりが
いのある業務に携わっています。

【感想等】
経験年数が最も短く、リーダーが務まるか不安で
したが、班員に支えられ、多くのものを得ること
ができた貴重な２年間でした。
未来創造塾を通じて得た知識や経験を今後の業務
にも活かして参ります。

■好きなこと（趣味）
・ゲーム

【自己紹介】
入庁して５年目になります。現在は生活保護の業
務に携わっています。

【感想等】
政策立案のテーマに設定した分野について調査し
たり、先行事例や課題等を整理したり、普段の業
務では担当しないことを行う機会が多く、非常に
勉強になりました。また、先進地への視察や各市
町に出向いての会議など、未来創造塾に参加した
からこそできた経験が多々あり、貴重な時間を過
ごすことができました。今回の経験を今後携わる
事業に生かしていきたいと思います。

■趣味
・食べること
・推しキャラ等のグッズ
を集めること
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【自治体】豊後大野市
【所 属】商工観光課
【氏 名】柴谷 孝俊
【入庁年】令和４年

【自治体】日出町
【所 属】社会教育課
【氏 名】鳥井田 侑真
【入庁年】令和３年

写真

写真

【自治体】竹田市
【所 属】生涯学習課
【氏 名】佐藤 史織
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】豊後大野市
【所 属】税務課
【氏 名】佐田 早織
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】由布市
【所 属】税務課
【氏 名】河野 はるか
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

【自治体】日出町
【所 属】農林水産課
【氏 名】川野 聖二
【入庁年】平成○○年

【自己紹介】

【感想等】

■好きな○○■好きな○○

■好きな○○ ■好きな○○

写真写真

写真写真

【自治体】竹田市
【所 属】総務課
【氏 名】田北 裕哉
【入庁年】平成27年

写真

【自治体】由布市
【所 属】湯布院振興局

地域振興課
【氏 名】利光 一樹
【入庁年】令和４年

【自己紹介】
商工観光課（現まちづくり推進課）に３年、社会
教育課２年の入庁５年目です。最近、ドリップ
コーヒーにハマってしまいました。

【感想等】
2年間、他市町職員と協議を重ね、最終報告会で
施策発表まで至ったことは、非常に密度の濃い経
験になったと思っており、行政職員としての視野
を大きく広げてくれました。
事務局の皆様、そしてＢ班の皆様に深く感謝いた
します。ありがとうございました。また宴で会い
ましょう。

■好きなもの

音楽、テニス、お酒

【自己紹介】
入庁して4年目です。現在は、湯布院地域のお祭
り等のイベントを主に担当しています。イベント
を通して、地域の方々と深く関わることができ、
とてもやりがいを感じています。
【感想等】
参加を通して、行政職員としての視野が大きく広
がりました。各市町の職員との意見交換では、自
分にはなかった視点や発想に触れることができ、
大変貴重な経験になり、各市町の課題を広域的に
考える必要性も学ぶことができました。
そして何より、各市町の職員の皆さんとの繋がり
ができたことが大きな財産となりました。

■好きなお酒
ウイスキーのハイボールがとに
かく好きです。スコッチやバー
ボンなど種類がありますが、
ジャパニーズウイスキーが一番
好きです。角ハイ最高です。

【自己紹介】
縁あって中途採用で市役所に入庁し、行政の仕組
みや多岐にわたる業務プロセスを一つひとつ吸収
し、自身の経験を一日も早く市政に還元できるよ
う勉強の毎日です。

【感想等】
今回、７市１町での都市広域圏による政策提案の
過程を一から経験し、人口減少という喫緊の課題
に対し、自治体の枠を超えた「広域連携」がいか
に不可欠であるかを強く実感しました。各市町の
独自性を尊重しつつも、スケールメリットを常に
意識し、圏域全体の経済活性や住民サービスの向
上にむけて議論を深めたことは、今後の業務にお
いて貴重な経験となりました。

■好きなべ物

牛タン

【自己紹介】
出身は豊後大野市です。竹田市に入庁して11年目
になります。税務課、農政課を経て、現在総務課
に在籍しています。ラーメンが好きで、常におい
しいラーメン屋の情報を求めています。

【感想等】
他市町の職員と話し合い、一緒に考えていく機会
は非常に貴重で、互いに高めあえる良い経験と
なったと思います。最初は不安でいっぱいでした
が、終わってみると未来創造塾に参加してよかっ
たと感じています。今回の経験や他市町職員との
つながりを今後に活かしていきたいと思います。

■好きな映画

ハリーポッター
ワイルドスピード

Ｂチーム「Team Noctas！」（チームノクタス）
プロフィールと感想
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「第３期未来創造塾」塾生名簿（令和８年３月３１日時点）

■Ａチーム 「Ｃｒｅ∞ｉｔａ」（クリエイター）

自治体 所属 名前 読み仮名

1 大分市 障害福祉課 廣瀬 秀志 ヒロセ シュウジ

2 別府市 総務課 甲斐 大地 カイ ダイチ

3 臼杵市 産業観光課 橘 俊吾 タチバナ シュンゴ

4 津久見市 会計財務課 䅏田 正法 ノギタ マサノリ

5 竹田市 建設課 久良 伊武希 クラ イブキ

6 豊後大野市 総務課 橋本 卓 ハシモト スグル

7 由布市 総合政策課 佐藤 亜美 サトウ アミ

8 日出町 財政課 小林 祐介 コバヤシ ユウスケ

■Ｂチーム 「Team Noctas！」（チームノクタス）

自治体 所属 名前 読み仮名

1 大分市 生活福祉課 中野 亜紀 ナカノ アキ

2 別府市
教育委員会
学校教育課

中田 和哉 ナカタ カズヤ

3 臼杵市 農林振興課 大井 智香子 オオイ チカコ

4 津久見市 生涯学習課 髙木 翔大 タカキ ショウタ

5 竹田市 総務課 田北 裕哉 タキタ ユウヤ

6 豊後大野市 商工観光課 柴谷 孝俊 シバタニ タカトシ

7 由布市
湯布院振興局
地域振興課

利光 一樹 トシミツ カズナ

8 日出町 社会教育課 鳥井田 侑真 トリイダ ユウマ

※リーダー

※副リーダー

※リーダー

※副リーダー



大分都市広域圏ホームページ

大分都市広域圏では、専用のホームページを開設しています。

「未来創造塾」の取組に加え、大分都市広域圏の取組みや各市町のＰＲ動画等、圏域経済の活性化に資する魅力

ある情報発信に努めていますので、是非ご覧下さい。

【URL】 http://www.oita-kouikiken.jp/ クリック
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（設置)

第１条 大分都市広域圏ビジョンに掲げる基本連携項目「人材育成・交流」の推進並びに広域的な課

題に関する総合的な調査研究及び施策の提案を行うため、圏域を構成する自治体の若手職員による政

策研究チーム「未来創造塾」（以下「政策研究チーム」という。）を設置する。

(所掌事項) 

第２条 政策研究チームは、次に掲げる事項を所掌する。

⑴ 広域的な課題に関する総合的な調査研究に関すること。

⑵ 広域的な課題に関する施策の提案に関すること。

⑶ その他政策研究チームの目的を達成するために必要な事項。

(組織)

第３条 政策研究チームは、第３項の期間ごとに必要な構成員をもって組織する。

２ 構成員は、大分都市広域圏推進会議の会長及び委員がその補助職員（概ね３５歳以下の者に限

る。）のうちから指名するものとする。

３ 前項の指名の期間は、概ね２年とする。

４ 構成員の選出方法は、大分都市広域圏推進会議の会長及び委員の判断に委ねるものとする。

５ 政策研究チームにリーダー及び副リーダーを置き、構成員の互選により選出する。

６ リーダーは、政策研究チームを代表する。

７ 副リーダーは、リーダーを補佐し、リーダーに事故があるとき、又はリーダーが欠けたときは、

その職務を代理する。

(総括等)

第４条 政策研究チームを統括するとともに構成員を指揮監督するため、塾長を配置する。

２ 塾長は、大分都市広域圏推進会議の幹事長の職にある者又は幹事長の職にある者が指名する者を

もって充てる。

（報告等）

第５条 政策研究チームの推進にあたり、リーダーは塾長に対して定期的に報告を行い、必要に応じ

て塾長の指示を受けるものとする。

(中間報告及び施策提案)

第６条 政策研究チームにおける中間報告及び施策の提案は、大分都市広域圏推進会議の会議で行う

ものとする。

(庶務)

第７条 政策研究チームの庶務は、大分市企画部企画課において処理する。

(委任)

第８条 この要綱に定めるもののほか、政策研究チームの運営に関し必要な事項は、塾長が別に定め

る。

大分都市広域圏 政策研究チーム「未来創造塾」設置要綱
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～ メモ ～



大分都市広域圏 政策研究チーム「第３期未来創造塾」 ２０２５政策提案報告書

令和８年３月発行

編集・発行 大分市 企画部 企画課 広域連携推進室

                 〒870－8504 大分市荷揚町２番３１号
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